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　太田さんは、矢那地区で「ホワイト六片」というニンニクをメインに生産しています。

　「植物の本当の気持ちはわからない」という思いから、なるべく人の影響を与えないように、必要

以上に与えたり除去したりせず、資材も極力自然由来のものを使うことを心がけているようです。

　元々は会社員で特に不満もありませんでしたが、４０歳という節目を迎え、「このまま定年

退職まで同じ会社で働き続けていてよいのだろうか。何か別のことができないか。」と考える

ようになりました。第二の人生を歩みたいと模索していたときに農業と出会い、妻も「後悔が

無いように」と後押ししてくれて、思い切って就農を決意し今日に至ります。

　イノシシによる被害が多いので、獣害を避ける作物として選んだのがニンニクで、同様に生

姜も並行して栽培しています。ニンニクは、軽いので大きな機械が無くても一人で栽培ができ、

単価も高い。また、保存がきくので販売の自由度が高いというメリットもあります。収穫後は、

個人のお客様だけでなく直売所・飲食店へも販売しています。

　今後は、個人経営から規模を拡大し、組織による栽培でニンニクを周年出荷したいです。収

穫量が増えてきたら、まとまった取引も行っていきたいと考えています。今年になって農地を

少し拡大したので、耕作面積を広げていくうえで人員・資金・設備などの確保が課題です。

　今は日々の作業で精一杯ですが、農業を始めて人とのご縁の大切さを感じたので、今後は地

域の活動に少しずつ参加していきたいです。

ニンニク農家　太田陽介さん　
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農
業
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

衛
生
対
策
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
普

及
に
よ
り
一
時
は
拡
大
が
落
ち

着
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
変
異

株
の
出
現
に
よ
り
、
皆
様
の
暮

ら
し
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
な
か
で

も
、
木
更
津
産
米
食
味
分
析
コ

ン
ク
ー
ル
が
無
事
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
受
賞
し
た
「
木

更
津
産
米
」
が
国
際
大
会
及
び

千
葉
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
評
価
を
獲

得
し
、
生
産
者
の
方
々
が
木
更

津
産
米
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
例
年

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
に
お

け
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
そ

の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
行
う

「
農
地
利
用
意
向
調
査
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の

制
度
改
正
に
よ
り
新
た
な
業
務

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
と
農
業
委
員
が
、
遊
休
農
地

の
利
用
の
意
向
を
把
握
す
る
た

め
、
直
接
訪
問
し
て
確
認
す
る

等
の
活
動
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
農
地
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
、

新
規
参
入
の
促
進
等
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
売
買
・
貸
し
借

り
す
る
場
合
や
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農

地
を
農
地
以
外
に
転
用
（
用
途
変
更
）
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
知
事
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
許
可
申

請
を
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
委
員
会
総
会
で

許
可
・
審
査
を
し
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
売
買
や
貸
し
借
り
、
転

用
を
し
て
い
る
場
合
は
違
反
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
許
可
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

総会開催日 許可申請書 提出期限

４月７日（木曜） ３月16日（水曜）

５月９日（月曜） ４月18日（月曜）

６月６日（月曜） ５月16日（月曜）

７月６日（水曜） ６月16日（木曜）

８月５日（金曜） ７月19日（火曜）

９月７日（水曜） ８月16日（火曜）

10月７日（金曜） ９月16日（金曜）

11月８日（火曜） 10月17日（月曜）

12月６日（火曜） 11月16日（水曜）

※ 総会開催日は変更になることがありますので、申請等がある場合は
事務局にご確認ください。

【 農業委員会総会予定表 】

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
（
現
に
耕
作
さ
れ
て

お
ら
ず
、
草
刈
り
等
の
保
全
管
理
も
さ
れ
て
い
な
い
農

地
）
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
解
消
、
農
地
の
違
反
転

用
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
を
九
月
か
ら
十

月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
の
結
果
に
よ
り
遊
休
農
地

の
所
有
者
に
対
し
て
、
十
二
月
以
降
に
該
当
の
農
地
の

今
後
の
農
業
上
の
利
用
の
意
向
を
郵
送
に
よ
り
調
査
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
年
に
新
規
で
発
見
し
た
遊

休
農
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
、
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
全
て
の
遊
休
農
地
の
所

有
者
等
に
対
し
て
、
毎
年
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
以
前
に
一
度
意
向
の
確
認
を

し
た
遊
休
農
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
も
、
再
度
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
日
ま
で
に
郵
送
に
よ
り
回
答
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
地
域
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
直
接
訪
問
等
に
よ
り
利
用
の
意
向
に
つ
い

て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
意
向
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
意
向
調
査

令
和
四
年
度

　

農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　

日
程
に
つ
い
て

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

木
更
津
市
農
業
委
員
会　

会
長

安

藤

一

男
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木
更
津
市
の
小
学
校
で
は
、

五
年
生
に
な
る
と
米
作
り
の
学

習
を
し
ま
す
。
米
作
り
は
、
机

上
で
も
十
分
に
学
習
す
る
こ
と

は
出
来
ま
す
が
、
や
は
り
、
春

の
薫
風
そ
よ
ぐ
中
、
代し

ろ

か
き
を

終
え
た
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入

れ
て
稲な

え苗
を
手
植
え
す
る
田
植

え
、
梅
雨
期
の
晴
れ
間
に
額
に

汗
を
か
き
な
が
ら
の
田
の
草
取

り
、
初
秋
の
澄
み
切
っ
た
青
空

の
下
、
黄
金
色
に
色
づ
い
た
稲

穂
の
株
を
ざ
く
り
と
刈
り
取
る

稲
刈
り
等
々
、
こ
の
様
な
体
験

は
全
て
の
小
学
生
が
等
し
く
体

験
し
て
欲
し
い
も
の
の
一
つ
で

す
。
日
本
は
、
古
来
よ
り
稲
作

に
関
わ
る
諸
作
業
と
神
事
が
重

な
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

稲
を
植
え
る
こ
と
、
稲
を
刈
る

こ
と
は
食
糧
生
産
と
い
う
ス
テ

ー
ジ
に
加
え
て
、
民
俗
的
に
も

次
代
に
継
承
す
べ
き
所
作
、
振

る
舞
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

米
作
り
体
験
は
食
育
に
も
通

じ
ま
す
。
木
更
津
市
で
は
国
の

食
育
基
本
法
に
基
づ
く
食
育
推

進
諸
政
策
に
連
動
す
る
形
で
、

市
独
自
の
新
た
な
木
更
津
市
食

育
推
進
計
画
を
本
年
三
月
に
策

定
し
ま
し
た
が
、
農
業
委
員
会

の
果
た
す
べ
き
業
務
の
一
つ
に

遊
休
農
地
の
解
消
が
あ
り
、
遊

休
農
地
発
生
の
一
因
と
し
て
米

の
消
費
減
退
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
代
を
担
う
小
学
生
に
は
米
を

作
り
、
米
を
食
べ
る
こ
と
が
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
と
の
理
念

を
食
育
を
通
じ
て
理
解
し
て
貰

い
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
市
内
公
立
小
学
校
十

八
校
中
米
作
り
体
験
を
実
施
し

て
い
る
学
校
は
六
校
で
す
。
こ

の
内
四
校
で
農
業
委
員
、
推
進

委
員
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
木
更
津
市
農
業
委
員
会

は
、
小
学
生
の
米
作
り
体
験
の

準
備
段
階
か
ら
お
手
伝
い
を
し

て
多
く
の
小
学
五
年
生
が
米
作

り
体
験
を
出
来
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
転
用
を
す
る
と
き
は
、
転
用
す
る
前
に
農
地
法
に
よ
る
手
続
き
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
に
あ
る
農
地
は
転
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、

許
可
な
く
転
用
す
る
と
農
地
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
砂
利
を
敷

く
・
土
を
入
れ
る
・
簡
易
な
倉
庫
を
つ
く
る
と
い
う
行
為
も
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地
は
、
事
前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
法
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則

三
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
三
〇
〇
万
円
以
下

（
法
人
は
一
億
円
以
下
）
の
罰
金

小
学
生
の
米
作
り
体
験
を
お
手
伝
い
し
よ
う

　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

仮
称)

に
つ
い
て

農
業
委
員　

地

曵

昭

裕

そ
の
行
為
、
違
反
か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ
の
行
為
、
違
反
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

―― 

農
地
転
用
は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

農
地
転
用
は
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い 

――

地曵さんが携わっている岩根小学校での
米作り体験

手作業で稲苗を植えています

児童の皆さんが植えた稲苗

実施校の高柳小学校での風景
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■

発
行
日　

毎
週
金
曜
日
発
行

　
　
　
　
　
　

（
月
４
回
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
か

ら
二
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
陽
性
者
数
が
一
時

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
ま
た
増
加

し
始
め
、
不
安
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
皆
様
も
多

い
か
と
存
じ
ま
す
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
こ
ま
め

な
手
洗
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
、
し
っ
か
り

と
感
染
症
対
策
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
▼
編

集
部
で
は
、
農
委
だ
よ
り
に
登
場
し
て
い
た
だ
け

る
農
家
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
こ
と

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
方
、
お
知
り
合
い
の
農
家
さ

ん
を
紹
介
し
た
い
方
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

「
全
国
農
業
新
聞
」
は
、
全
国
農
業
会
議

所
が
発
行
す
る
、
経
営
と
暮
ら
し
に
役
立

つ
農
業
専
門
誌
で
す
。「
週
刊
」
を
活
か
し
、

農
政
の
動
き
や
技
術
・
流
通
な
ど
、
農
業

に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
県
内
の
農
業
の
様
子
や
、
木
更

津
市
内
の
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
は
見
や
す
い
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
木
更
津
市

農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

：：

　

■

購
読
料　

月
額
七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

（
送
料
、
税
込
み
）

　

木
更
津
市
農
業
委
員
会
は
、
令
和
五
年
七
月

に
委
員
の
改
選
を
迎
え
ま
す
。
若
い
方
や
女
性

も
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
業
務
内
容
な

ど
に
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
を

　
　

購
読
し
ま
せ
ん
か


